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1.　はじめに

我が国は現在，人口減少社会を迎えているが，
潜在的な成長力を高めると共に，新たな需要を掘
り起こしていくため，働き手の減少を上回る生産
性の向上等が求められている。また，産業の中長
期的な担い手の確保・育成等に向けて，働き方改
革を進めることも重要であり，この点からも生産
性の向上が求められている。こうした観点から，
国土交通省では，建設現場において ICT（情報通
信技術）や 3 次元データの活用等，「i-Construction」
を推進している。

今般の新型コロナウイルス感染症を踏まえ，建
設現場の生産性向上や働き方改革，リモートを中
心 に し た 感 染 症 対 策 を 実 現 す る 上 で，
i-Construction の重要性がますます高まってお
り，取組のさらなる加速が求められている。

また，2020 年 9 月に発足した菅内閣において，
行政の縦割りを打破し，大胆に規制改革を断行す
るための政策として，行政のデジタル化を強力に
推進するデジタル庁の設置が進められている。菅
総理大臣からは，国民が当たり前に望んでいるサ
ービスを実現し，デジタル化の利便性を実感でき
る社会を作るという方針が示されている。

このように政府を挙げ，デジタル化による社会

の変革が求められる中，国土交通省においても，
国民の目線に立ち，インフラ分野のデジタル化・
スマート化をスピード感を持って強力に推進して
いく必要がある。このため，国土交通省では，イ
ンフラ分野においてデータとデジタル技術を活 
用し，社会資本や公共サービスに加え，組織やプ
ロセス，働き方等を変革し安全・安心で豊かな生
活を実現するため，インフラ分野の DX（デジ 
タル・トランスフォーメーション）を推進してい
る。

本稿では，国土交通省におけるインフラ分野の
DX に関する最新の取組状況を紹介する。

2.　‌�データとデジタル技術を活用した‌
インフラ分野の変革‌
〜インフラ分野のDX〜

インフラ分野におけるデータとデジタル技術の
活用は，2016 年度より建設現場の生産性を高めるた
め，ICT 施工や BIM/CIM（Building/Construction 
Information Modeling，Management）をはじめ
とする 3 次元データの活用等，i-Construction を
推進してきた。将来的には，測量から設計，施
工，維持管理に至る建設プロセス全体を 3 次元デ
ータでつなぎ，新技術，新工法，新材料の導入，
利活用を加速化することを目指している。さら
に，事業全体にわたる関係者間で情報を共有する
ことにより，一連の建設生産システムにおける受

国土交通省が推進する
インフラ分野のDX

〜安全・安心で豊かな生活の実現を目指して〜

国土交通省 大臣官房 技術調査課
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発注者双方の業務の効率化・高度化が期待される 
（図－ 1）。

例えば，調査・測量，設計，施工，検査等のあ
らゆる建設生産プロセスにおいて ICT を全面的に

活用する取組（ICT 活用工事）では，図－ 2の
ように，国土交通省において必要な積算や技術基
準等の整備を進め，2019 年度には，直轄工事の
公告件数 2,397 件のうち 1,890 件の約 8 割で ICT

図－ 1　建設生産プロセスを 3次元でつなぐ

図－ 2　i-Constructionに関する工種拡大
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活用工事を実施しており，土工の延べ作業時間が
約 3 割縮減するなど，一定の効果が現れている。

今般の新型コロナウイルス感染症を踏まえ，感
染症リスクに対しても強靱な経済構造の構築を加
速することが喫緊の課題として付加された。この
ため，インフラ分野においても，データとデジタ
ル技術を活用して，国民のニーズを基に社会資本
や公共サービスを変革する等，DX の加速化に着
手したところである。

調査・測量から設計，施工，維持管理の一連の
建設生産プロセスを，BIM/CIM 等 3 次元データ
でつなぐことが，この DX の基盤になると考え
ている。

国土交通省は，2012 年度から橋梁やダム等を
対象に BIM/CIM を導入し，2019 年度は大規模構
造物の詳細設計において BIM/CIM を原則適用と
する等，適用拡大に取り組んできたところであ
る。強靱な社会経済構造の構築に向け，公共工事
の現場のデジタル化を進め，非接触・リモート型
の働き方への転換等を強力に推進しており，一つ
の目標として，2023 年度までに小規模なものを
除く全ての公共工事で BIM/CIM 活用に転換する

こととしている。

3.　インフラ分野のDXの具体的取組

インフラ分野の DX の加速化に向け，国土交
通省では，省横断的に取組を進めるべく，「国土
交通省インフラ分野の DX 推進本部」を 2020 年
7 月 29 日に設置し，これまで計 3 回開催し，
2021 年 2 月 9 日にインフラ分野の DX 施策を公
表した。この中で，大きく四つの方向性で取組を
推進することとしている（図－ 3）。

1 点目は，「行政手続きや暮らしにおけるサー
ビスの変革」である。

これは，デジタル化による行政手続き等の迅速
化や，データ活用による国民の暮らしの各種サー
ビス向上に向けた取組である。

具体的には，特殊車両通行手続き等や港湾関連
データ基盤の構築等による行政手続きの迅速化に
加え，IT やセンシング技術等を活用したホーム
転落防止技術や ETC によるタッチレス決済の普
及，国管理の洪水予報河川全てで，洪水予報の発

図－ 3　インフラ分野の DXで実現するもの
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表の際に 6 時間先までの水位予測情報を一般に提
供し，河川の増水・氾濫の際の自治体の災害対応
や住民避難の促進等に取り組むこととしている

（図－ 4）。
2 点目は，「ロボット・AI 等活用で人を支援

し，現場の安全性や効率性の向上」である。
これは，ロボットや AI 等の活用により危険作

業や苦渋作業の減少を図ると共に，経験が浅くて
も現場で活躍できる環境の構築や，熟練技能の効
率的な伝承等に取り組むこととしている。

具体的には，無人化・自律施工による安全性・
生産性の向上や，身体負荷の軽減や視覚・判断の
補助を行うパワーアシストスーツ等による苦渋作
業の減少による安全で快適な労働環境の実現，
AI 等による点検員の「判断」支援や CCTV カメ
ラ画像を用いた交通障害自動検知等による AI 等
を活用した暮らしの安全確保，人材育成にモーシ
ョンセンサー等を活用するなど熟練技能をデジタ
ル化した効率的な技能習得等の取組である（図－
5）。

3 点目は，「デジタルデータを活用した仕事の
プロセスや働き方の変革」である。

これは，調査・監督検査業務における非接触・
リモートの働き方の推進や，データや機械の活用
により日常管理や点検の効率化・高度化を図る取
組である。

具体的には，衛星を活用した被災状況把握等に
よる調査業務の変革，画像解析や 3 次元測量等を
活用した監督検査の効率化やリモート化に加え，
AI やレーザーを活用した，トンネル等の変状検
出や異常箇所の早期発見等を可能とするシステム
の技術開発，堤防除草作業並びに出来高計測を自
動化する技術開発等により，点検・管理業務の効
率化等を図る取組である（図－ 6）。

4 点目は，「DX を支えるデータ活用環境の実
現」である。

これは，スマートシティ等と連携し，データの
活用による社会課題の解決策の具体化に加え，そ
の基盤となる 3 次元データの活用環境を整備する
取組である。

図－ 4　行政手続きや暮らしにおけるサービスの変革
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交通障害自動検知

図－ 5　ロボット・AI等活用で人を支援し，現場の安全性や効率性の向上

図－ 6　デジタルデータを活用した仕事のプロセスや働き方の変革
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具体的には，都市の 3 次元モデルを構築し，各
種シミュレーションによるユースケースの開発に
加え，データ活用の共通基盤となる位置情報の基
盤整備，さらには 3 次元データの保管・活用や通
信環境の整備等を進める取組である（図－ 7）。

4.　‌�国土交通データプラットフォーム‌
の構築

それぞれの DX に関する取組を推進すること
は重要だが，こうした取組で得られたデータ等を
連携し，横断的に活用することにより新たな価値
を創造していくことも重要な取組である。このた
め，各種データを連携する基盤として，「国土交
通データプラットフォーム（以下，「プラットフ
ォーム」という）」の構築にも取り組んでいると
ころである（図－ 8）。

これまで，国・地方公共団体の保有する橋梁や
トンネル，ダムや水門などの社会インフラ（施設）
の諸元や点検結果に関するデータ約 8 万件，全国

のボーリング結果などの地盤データ約 14 万件の
計 22 万件を地図上に表示した。これらの情報は
プラットフォーム上で検索・閲覧が可能であり，
さらに必要なデータをダウンロードすることも可
能である。

また，今後，工事・業務の電子成果品に含まれ
るデータとの連携に向け，ICT 施工の 3 次元点
群データ約 250 件を地図上に重ねて表示する機能
を試行した。さらに，幹線交通機関における旅客
流動の実態調査結果である全国幹線旅客純流動調
査のデータや，浸水想定区域等の防災に関するデ
ータなど，順次拡大している。今後は，他省庁や
民間，地方公共団体などが保有するデータとの連
携拡大に取り組んでいく。

図－ 7　DXを支えるデータ活用環境の実現
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5.　おわりに

以上，国土交通省が推進しているインフラ分野
の DX の取組について紹介した。新型コロナウ
イルス感染症を契機に時代の転換点を迎える中，
陸海空のインフラの整備・管理により国民の安
全・安心を守るという使命と，より高度で便利な
国民サービスの提供を担う国土交通省が，省横断
的に取組を進め，社会を変革する先導役となるこ

とを目指していきたい。
また，国土交通省における所管分野の DX の

推進と併せて，省内各分野のデータとの連携を進
めると共に，官民からさまざまな提案を募り，利
活用方策を具体化して発信を行うことにより，プ
ラットフォームを活用した価値の創造にも取り組
んでいきたい。

データとデジタル技術の活用により，インフラ
分野における変革を加速すべく，部局の垣根を越
え，省一丸となり取組を進める所存である。

図－ 8　国土交通データプラットフォームで実現をめざすデータ連携社会
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